









































































































































































13), 14）松本雅男，前掲書， 5ペー ジ。
15〕松本雅男，前掲書， 19ペー ジ。

































































































20), 21）山辺六郎『管理会計』千倉書房， 1974年， 4ペー ジ。
22）吉田弥雄『現代管理会計論』〔改訂版〕同文舘， 1976年， 5' 7ペー ジ。
23〕吉田弥雄，前掲書， 9ペー ジ。







































































































































「企業の『利益』（利害子〉と会計の基本性格」『立命館経営学』第26巻第4号， 1987年， 11月， 23ペー
ジ以参照。
31）拙稿「決算概念と公表財務諸表計算」『立命館経営学』第30巻第5・6号， 1992年3月， 34ペー ジ
以下，前掲拙稿「財務会計と管理会計J75ペー ジ以下参照。
32）前掲拙稿「決算概念、と公表財務諸表計算J41ペー ジ。

































34）高橋昭三『経営財務論』森山書店， 1971年， 15ペー ジ。
44 立教経済学研究第46巻第3号 1993年
管理会計のかかる性格規定については，従来，必ずしも立ち入った検討が行われないまま今
日にいたっている。しかも，はじめにふれたように，今日一般には，管理会計はもとより会計
そのものが情報システムとしてとらえられており，その意味も必ずしも明らかにされないまま，
会計の情報提供機能が高唱されているのである。
本稿では，そうした会計の情報システム的な規定の検討をなち後日の課題としつつ，論点の
比較的明確な，管理会計にかんする内部報告会計的な規定を検討の対象とした。管理会計は会
計情報の提供を目的とするとされる点，そして，この点を基礎に，管理会計は経営管理の手段
であるとされる点については，かかる性格のものとして理解することはできなかった。
なお，本稿ではあえて取り上げなかったが，管理会計にかんしてこのような見解がもたれる
きっかけのーっとして，会計学としての管理会計論の経首学（としての経営管理論〉にたいす
る独自性宏明確にし，これを独立の研究分野として確立しようとされる意向が読みとれるので
ある。この点はどのように考えればよいか，残念ながら，いまだ考えをまとめされていない。
今後の課題とせざるをえない。
また，時間的な制約のために，本稿において予定していた他の若干の問題の検討も省かざる
をえない。読み返してみて足りないところが目立つが，それらについては別の機会に補うこと
としたL、。
